
滋賀県

○実施体制：　　滋賀県公共事業評価監視委員会にて実施

○実施時期：　　平成２７年１月１９日

事業名 実施箇所 事業実施主体 工　期 総事業費 主な事業内容等

小　計 3,017,000

長浜市（林道横山岳線）
米原市（林道上丹生柏原線）

滋賀県 H22～H26 547,000
フォレストコミュニティ総合整備事
業(森林基幹道整備)

東近江市（林道御池線）
米原市（林道国見線、滝谷武奈
線）

東近江市
米原市

H24、H26 77,000
フォレストコミュニティ総合整備事
業(森林基幹道整備)

高島市（林道佐慶比線） 滋賀県 H22 62,000 育成林整備事業（森林管理道整備）

長浜市（林道七々頭ヶ岳線、大
吉寺線）
甲賀市（林道上の平線）

滋賀県
長浜市
甲賀市

H22～H26 77,000
育成林整備事業（森林管理道整備、
林業専用道整備、森林施業道整備）

小　計 1,850,000

長浜市(林道鳥越線）
東近江市（林道辺谷線)

事後評価の実施体制・実施時期

○公表の方法：　滋賀県公共事業評価監視委員会、県ホームページ

千円

○交付対象事業の進捗状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）

琵琶湖と人々の暮らしを支える森林整備計画

計
　
　
画
　
　
の
　
　
概
　
　
要

定量的指標

大津市、彦根市、長浜市、近江八幡市、草津市、守山市、栗東市、甲賀市、野洲市、湖南市
高島市、東近江市、米原市、日野町、竜王町、愛荘町、豊郷町、甲良町、多賀町（１９市町）

①保安林内の保安施設整備割合　57％から61％
②除間伐等を必要とする人工林に対する整備割合　65％から80％
③県産材の素材生産量　32,000m3から59,000m3

　　　　　　農山漁村地域整備計画　事後評価書
計画の名称

計画策定主体

計画の目標

対象市町村

計画の期間

平成２２年度～平成２６年度　（５ヶ年間）

　滋賀県の森林は県土面積の約２分の１を占め、水源涵養や県土の保全をはじめ二酸化炭素の吸収源など多面的機能を有
し、県民の暮らしになくてはならないものです。
　しかし、長引く木材価格の低迷や不在村所有者の増加などから、農･漁業用水などの水源地域において適切に手入れが
行われない森林が目立つようになっています。一方、人工林が成熟し１０年後には１０齢級以上の人工林面積が現在の
1.7倍に達するなど、今後木材資源が飛躍的に増加する見込みです。
　そのために、森林の多面的機能を十全に発揮させるような森林整備に努め、人工林では環境に配慮しながら木材資源の
循環利用を目指し地域の実情に応じた効率的・効果的な森林整備を推進します。

※定量的指標については、交付金とその他補助金等を併せて評価対象とする。

長浜市
東近江市

H23 26,000
林道改良事業
（林道改良、法面保全等)

森林整備事業

奥地保安林保全緊急対策事業、保安
林改良事業、

滋賀県 H22～H26

流域育成林整備事業、絆の森整備事
業

大津市他6市町
市町

森林組合等
H22～

H24、H26
922,000

治山事業 大津市他12市町 滋賀県 H22～H26 2,110,000
予防治山事業、山地治山事業、防災
林整備事業、共生保安林整備事業、
地域防災対策総合治山事業

農業用水保全の
森づくり事業

大津市他11市町
市町

森林組合等
H22～H24 139,000

保全松林緊急保護整備事業、被害地
等森林整備事業、環境林整備事業

「指標①保安林内の保安施設整備割合」に関連する事業

「指標②除間伐等を必要とする人工林に対する整備割合」および「指標③県産材の素材生産量」に関連する事業

合計
（全体事業費）

4,867,000

漁場保全の森づ
くり事業

大津市他8市町 907,000



事業効果の発現状況、目標値の達成状況
○定量的指標に関連する交付対象事業の効果の発現状況

○定量的指標の達成状況
達成率 目標値と実績値に差が出た要因

目標値 61%

実績値 60%

目標値 80%
実績値 84%
目標値 59,000m3
実績値 59,000m3

今後の方針

75.0%

100.0% 達成

達成

[未達成]豪雨災害および台風災害
の発生により、災害復旧事業を優
先実施したため。

・保安林内の保安施設整備割合
  現地の荒廃状況に応じ各年度において事業実施計画を立てているが、豪雨災害や台風災害の発生により災害復旧事業を
優先実施したことから目標値には達しなかった。実施箇所については、保安施設整備の実施により林地の保全が図れた。

・除間伐等を必要とする人工林に対する整備割合
　間伐等を積極的に実施し、目標達成することができた。事業実施箇所については、森林の多面的機能を十全に発揮させ
ることができた。

・県産材の素材生産量
  林道等の路網整備および搬出間伐等を行い、目標達成することができた。素材生産量が増大したことで、木材資源の循
環利用が図れた。

・農山漁村地域整備交付金およびその他補助金を活用しながら、「琵琶湖森林づくり条例」に基づき、琵琶湖と人々の暮ら
しを支える滋賀県の森林づくりを進める。

定量的指標

126.7%

目標値/実績値

保安林内の保安施設整備割合

除間伐等を必要とする人工林に対する整備割合

県産材の素材生産量


